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 要 旨 

 

目的： 

心的外傷は依存症のリスク因子とされているが、心的外傷の種類や程度と依存症の関係につい

ては、見解が分かれている。そこで本研究では、対人的な心的外傷と依存症のリスクの関連を

明らかにするため、広範囲の物質・習慣（アルコール、大麻、鎮静剤、覚せい剤、ギャンブル、

ゲーム、ポルノ、強迫性障害）依存について、心的外傷の種類（身体的、兵器による、性的暴

行、戦闘による）と程度（直接的、間接的）に分けて検討した。 

方法： 

 2018 年イスラエルにおいて、オンラインサンプル収集会社により抽出された 4,025 名を対象

に行った横断研究である。オンラインでライフイベントチェックリスト（LEC-5）、物質使用障

害および習慣依存に関する情報収集を行い、国勢調査から社会人口学的情報を得た。LEC-5の

中から、対人的な心的外傷を身体的、兵器による、性的暴行、戦闘によるものに分類した。直

接的な心的外傷は自身が経験・目撃した場合、間接的な心的外傷は認知している・仕事の一部

である場合とし、その他は経験なしとした。 

結果： 

特定の種類の心的外傷と依存症のリスクの間に相違を認めた。性的暴行による心的外傷を受け

た者は、アルコール依存のリスクが 15.4%（95%CI 14.4-16.4）上昇するのに対し、戦闘による

心的外傷を受けた者は 12.1%（95%CI 11.3-12.8）の上昇であった。直接的、間接的心的外傷の

いずれも、依存症と有意に関連していた。あらゆる種類の心的外傷において、直接的な心的外

傷が依存症と強く関連していた。一方、戦闘による心的外傷に関しては、アルコールとポルノ

への依存は、間接的な心的外傷（それぞれ 14.5%, 95%CI[13.2–15.8]、10.0%, 95%CI[6.3–15.0]）

の方が直接的な心的外傷（それぞれ 10.7%, 95%CI[9.9–11.6]、7.4%, 95%CI[4.7–11.6]）よりも

強く関連していた。 

結論： 

本研究により、すべての種類の心的外傷がいくつかの特定の物質・習慣の依存リスクとなって

いることが明らかとなった。特に、間接的な心的外傷について注目すべき点が示された。 

  


